
  

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の行事予定 詳しい時程については、学年だよりをご参照ください。 

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

1 水 児童集会  ４時間授業 17 金 委員会 

2 木 安全指導  読み聞かせ（５年） 18 土   

3 金 ４時間授業   和食の日  校外学習（５年） 19 日   

4 土   20 月 全校朝会  

5 日   21 火 春分の日 

6 月 全校朝会   22 水 給食終 ４時間授業（1～４年） 卒業式予行（５・６年） 

7 火 避難訓練 ４時間授業（1～4年） ５時間授業（5・6年） 23 木 修了式  土曜時程4時間授業  

8 水 かごめ班遊び  ４時間授業 24 金 卒業式 

9 木 学びの教室終  読み聞かせ（６年） 25 土  

10 金  26 日 春季休業日開始  

11 土 防災ヘルメットカバー販売13：00-15：00（玄関） 27 月   

12 日   28 火   

13 月 全校朝会  29 水   

14 火   30 木   

15 水  31 金   

16 木 第２回学校保健委員会 

              

「当たり前」を大切に 

校長 矢部 明美 

 

 毎年、６年生が書く卒業文集の下書きをすべて読んでいます。その中で今年、「僕は「当たり前」

を意識するようになった」という一文がありました。新型コロナウイルス感染症により、これまで 

「当たり前」だと思っていた行事などができなくなったこと、しかしそのような経験があったからこ

そ魚沼移動教室は、その「当たり前」を味わえる「特別な」ものであったこと‥。（以下抜粋です） 

『銀山平のハイキングでは鶏の皮をまとったような超巨大ナメクジを校長先生や同じ行動班の人が

触ったところを見て声を出して喜んだ。ゆのたに荘で、トランプの大富豪をして盛り上がったり、み

んなで広い大浴場でお風呂にはいったり、勾玉を首にかけて写真を撮ったり、朝一番・夜一番のトイ

レを競い合ったりもした。３日間、クラスの仲間と一緒に過ごしたことはとにかく楽しかった』 

これまでの移動教室であればそれこそ当たり前だった出来事をこれほど鮮やかに生き生きと綴り、

だからこそ「「当たり前」だったことを当たり前だと思わず大切にしていきたい」とした心意気をも

った今年の６年生を心から誇りに思います。そして、決して特別なことではない、「当たり前」を大

切にできる子どもたちの豊かな感性は、どんな状況でも自ら伸びようとする力を失わないのだ、と背

中を押される思いがしました。 

これから戻ってくるであろう日常が、それ以前のものと同じではなく、より大切な「当たり前」を

含んだ形で新たに子どもたちがとらえることができるよう、私たち自身も感性を磨きながら、よりよ

い教育活動に向けて努力を続けていきたいと思います。 

今年度も、多くのご支援をいただきましたすべての皆様に感謝申し上げいます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

令和５年３月１日 

文京区立駕籠町小学校 

校長 矢部 明美 

 

令 和 ４ 年 度 

学 校 だ よ り 

３ 月 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆1年生◆             １年担任 

 4月に 6年生から教わった「駕籠町ベーシッ

ク」を披露しました。上手にできるようになった

姿を見せ、喜んでもらいました。また、「ハピネ

ス」の替え歌で、6年生への感謝とエールを伝

え、折り紙のメダルに、一人一人からメッセージ

を書いて、プレゼントしました。 

 

 

 

 

 

◆５年生◆             5年担任 

 駕籠町小学校の最高学年とその思いを引き継ぐ

5年生。鼓笛隊はもちろんのこと、校旗を引き継

ぐ準備をしたり、「卒業おめでとう」の飾りや、

これまでの感謝の気持ちを込めてメッセージカー

ドを作ったりと実行委員を中心に、引き継ぎに向

かって全員で取り組みました。 

◆２年生◆             2年担任 

 ６年生が２年生の時の学芸会や周年式典を振り

返りながら、クイズを出しました。それに加え

て、ハンドベルで「おもいでのアルバム」を演奏

しました。また、６年生への感謝の気持ちを込め

たメッセージ入りのキーホルダーをプレゼントし

ました。 

 

 

 

 

 

◆３年生◆             ３年担任 

 ６年生のすごいところランキングを作り、その

すごさを言葉にして伝えました。また、6年生が 2

年生の入学式で踊った「だれにだっておたんじょ

うび」を練習し、踊りました。覚えている 6 年生

には、一緒に踊ってもらい、昔を思い出してもらう

ことができました。 

 

 

 

◆４年生◆             4年担任 

 お世話になった６年生に感謝の気持ちを込め

て、フォトフレームと花のアーチを作りました。ま

た、6 年生が４年生だった 2 年前のことを思い出

してもらうために、当時の様子を劇やクイズを考

え披露したり、運動会の表現「今」を踊ったりしま

した。 

 

 

 

 

 

6年生を送る会 

各学年の取り組み 

「卒業」に向き合う３月 

６年担任 

ずっと遠くに感じていた「卒業」。気が付くと６年生が駕籠町小学校で過ごす時間も、残り少

なくなってきました。 

 「６年生を送る会」を前にして、６年生のある児童がこんなことを話していました。「１年生

のとき、かごめ班をまとめている６年生がすごくかっこよく見えた。自分が実際にその立場に

なってみて、計画を立てたり準備したり、６年生はたくさんの努力をしていたことがよくわか

った。」経験を通してこれまで見えなかったことが見えるようになった、そんな経験を６年生は

この１年間で積み重ねてきました。様々な物事にしっかり向き合ってきた経験が、今のどこか

凛とした表情に繋がっているように思います。 

 「卒業式は最後の授業」とよく言われます。卒業に対しても自分はどのように向き合うのか、

自分の成長につながる節目になるように指導してまい 

ります。 

 

６年生を送る会では、下級生のクイズで盛り上が

ったり、一緒に踊ったりと卒業を祝う温かい気持

ちが溢れる時間になりました。「彼こそは海賊」も

堂々と演奏することができました。 


